第２２号様式の６の２（第１５条の４関係）

	建築設備工事監理状況報告書

(建築基準法第８８条の工作物)

下記のとおり建築設備工事監理状況を報告します。

この報告及び添付図書に記載の事項は、事実に相違ありません。

年　　月　　日

公益財団法人　東京都防災・建築まちづくりセンター
理事長　　　　　　　　　　　　殿

工事監理者　住　所　　　　　　　　　　　　　電　話　　(　　　)

　　　　　　       会社名　　　　　　　(　)級建築士事務所（　）登録第（　）号

　　　　　　       氏　名　　　　　　  (　)級建築士（　）登録第（　）号
工事施工者　住　所　　　　　　　　　　　　　電　話　　(　　　)

　　　　　         会社名　　　　　　　建設業の許可　大臣・知事　第(　)号

　　　　　         氏　名　　　　　　  (　)級建築士（　）登録第（　）号
築造主　　　住　所　　　　　　　　　　　　　電話　　（　　）

氏　名　　　　　　　

（法人にあつては、その事務所の所在地、名称及び代表者の氏名）
記
工  事
現  場

名　　称
築造場所

　　　　区

　　　　市

確認・計画通知、
年月日及び番号等
       年　　月　　日　　第　　　　　号
規　模

高さ　　　ｍ
構造
確認済証交付後

の設計変更

（有・無）
建築基準法第88条第1項の計画変更又は建築基準法第12条第5項の報告　

　　年　　月　　日　　第　　　　　号

（変更内容）

　総 合 所 見
（注意）１　報告書は、工事完了後、代表となる工事監理者が作成し、完了検査までに２部提出して

ください。なお、確認後１部は返却しますので、築造主の方が保管してください。

　　　　２　工事施工者は、建築確認申請書に記載されている方を記入してください。

３　総合所見欄は、工事監理者の監理目標及びその結果に対する所見を記入してください。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本産業規格Ａ列４番）

別記第３号

	建築設備概要書

	
	区　分
	概　　　　　要
	

	
	防災設備
	避雷設備
	JIS　A
4201-
2003
	受雷部
システム
	受雷部配置
	回転球体法・保護角法・メッシュ法
	

	
	
	
	
	
	受雷部構成
	突針・水平導体・メッシュ導体
	

	
	
	
	
	引下げ導線
システム
	引下げ構成
	専用引下げ・構造体利用・金属工作物代用
	

	
	
	
	
	
	水平環状導体
	なし・あり：導体施設・あり：構造体使用
	

	
	
	
	
	接地
システム
	Ａ型設置極
	放射状・垂直・板状
	

	
	
	
	
	
	Ｂ型設置極
	環状・網状・基礎
	

	
	
	
	
	
	構造体利用設置極
	

	
	
	
	JIS　A
4201-
1992
	受雷部
	突針・むね上げ導体・突針むね上げ導体併用
	

	
	
	
	
	引下げ導線
	避雷導線・簡略法（鉄骨溶接・鉄筋溶接）
	

	
	
	
	
	設置極
	銅板・棒（材質　　　外径　　　長さ　　　）・省略
	

	
	その他
	非常用照明装置の予備電源の種類
	電池内蔵・電源別置・蓄電池併用発電機・（　　　　　）
	

	
	
	非常用進入口の赤色灯
	あり・なし
	

	
	（注意）　概要欄のうち、該当する事項を○で囲み、適宜必要事項を記入してください。
	


（日本産業規格Ａ列４番）

別記第４号
	建築設備工事監理状況調書

	
	確　　認　　項　　目
	添付書類
	

	
	共通
	1
	令第9条の関係規定（水道法、下水道法、ガス事業法等）については、所管官庁届等により確認している。
	
	

	
	避雷設備
	1
	【JIS A 4201-2003規格の場合】外部保護システムは設計どおり施工している。
	写真・データ
	

	
	
	2
	【JIS A 4201-2003規格の場合】外部保護システムの構成部材が全て良好な状態にあり、設計どおりの機能を満たしている。
	
	

	
	
	3
	【JIS A 4201-1992規格の場合】高さ20ｍを超える部分が保護角内に収まり、設地極が地下0.5ｍ以上の深さに埋設され、規定の接地抵抗値以下である。
	写真・データ
	

	
	
	4
	【JIS A 4201-1992規格の場合】避雷導線から1.5ｍ以内にある金属体（TVアンテナ、高架タンク等）は電気的に接続されている。
	
	

	
	
	5
	【JIS A 4201-1992規格の場合】簡略法の場合は鉄筋、鉄骨との溶接が規定どおり施工されている。
	写真
	

	
	その他
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	（注意）　１　確認した項目については、項目番号を○で囲んでください。
　　　　　２　項目に記載がない建築設備（給排水設備、非常用の照明装置等）がありましたら、
　　　　　　　その他欄に記入し、写真、データ等を添付してください。



（日本産業規格Ａ列４番）

